
 

 

イージーRogerⅡ 
さらに自動化する Rogerプログラム 
 
どの年齢の補聴器ユーザーであっても複雑な環境下における聞こえを改善できるようにとフォナックは挑み続けています。スカイ V や
ナイーダ V に搭載された新しいイージーRogerⅡは、ワイヤレスシステムのメリットと自動操作で得られる聞こえの性能を兼ね合わせた
機能です。この研究では、イージーRogerⅡの切替・動作解除の時間を評価することを目的として技術的な測定を行いました。測定の
結果、イージーRogerⅡは 400 ミリ秒とかからず、離れた位置のマイクロホン入力を絶えず捕え、Roger マイクロホンからの音声にアクセ
スするプログラムにほぼ一瞬で切り替わることが分かりました。こうして、よりシームレスに Roger プログラムに自動切替するイージー
RogerⅡが Phonak Targetの DSL初期設定として、全てのジュニアモードに採用されることになりました。 
 
 

はじめに 
 
これまで、Rogerデジタルワイヤレス補聴援助システムや FMシ
ステムによって、難聴を抱える児童の言葉の聞こえや聞き取り

が改善できると認識されてきました(Thibodeau 2010; Anderson, 
Goldstein, Colodzin と Iglehart 2005; Boothroyd と Iglehart 
1998)。また、これらの機器は補聴器と一緒に使用することで、
SN比を改善させる点において、聴覚処理障害、一側性難聴、
自閉症を抱える人にも大きな効果があることが分かっています

(Rance, Saunders, Carew, Johansson と Tan 2013; Schafer ら
2012; Johnstone, John, Hall と Crandell 2009; Tharpe, Ricketts
と Sladen 2003)。 
 
これまで補聴器が離れた位置のマイクロホンからの音声に簡

単にアクセスするには、ダイレクト音声入力 (DAI) を組み合わ
せた基本プログラムを選択する必要がありました。また、専用

プログラムである Roger/DAI+マイクでは、補聴器に搭載されて
いる指向性マイクロホンを動作させながら高性能なサウンドクリ

ーニング機能を使用するということができませんでした。これは

従来のフィッティング手法であり、離れた位置でマイクロホンを

使用し、特に先生などの話し手の声に自動的にアクセスする

確実な方法でした。Roger/DAI+マイクでは、児童の生活におけ
る聞こえの環境を最適化させる自動テクロノジーのメリットを得

ることは出来ません。オートセンス スカイ OS はフォナックの小
児用オペレーティングシステムで、聞こえの場面に合わせてプ

ログラムの組み合わせを変化させて自動的に適応させます。

このオートセンス スカイ OSは基本となるプログラムの動作、利
得設定、指向性マイクロホンの動作ならびに様々なサウンドクリ

ーニング機能を操作します。現在の DSL の初期設定では、高

学年はプログラムスイッチを使って自動プログラムや関連する

サウンドクリーニング機能にアクセスすることができます。しかし

ながら、多くの児童が異なる聞こえの環境に合わせた補聴器

のプログラムを変更ができていないことが調査で分かっていま

す(Ricketts, Picou, Galster, Federman と Sladen 2010)。したがっ
て、自動プログラムが利用可能だとしても、多くの児童が一貫

してそれを使用するとは考えにくいのです。その結果、確実に

Roger にアクセスするため、グループ作業、休憩時間、昼食時
のような困難な聞き取り環境における聞こえの性能が犠牲に

なっていました。児童は一日に出くわす環境で、使用できる初

期プログラムが 1 つに制限されているので、ワイヤレスマイクロ
ホンが使用できる状態に無ければ、聞こえのデメリットが児童に

残されます。Wolfe (2016)は、初期設定に通常設定される基
本プログラムではなく、自動プログラムを使用することで、児童

に性能と快適性のメリットを提供できると述べています。 
 
間違ったプログラムに切り替えるリスクや新機能イージーRoger
Ⅱを手動で切り替える必要性が一切無く、小児用補聴器ユー

ザーもこれからは補聴器の自動プログラムを使用することが可

能です。Roger マイクロホンが音声入力を検出すると、イージー
RogerⅡによって Roger/DAI+マイクに切り替わります。補聴器
のスタートアップをオートセンス スカイ OSに設定すると、イージ
ーRogerⅡにより Roger/DAI+マイクに手動で切り替えや、スター
トアップに Roger/DAI+マイクをわざわざ設定する必要がなくなり
ます。今やオートセンス スカイ OSはイージーRogerⅡを以て使
用するスタートアッププログラムであり、このシステムにより、

Roger マイクロホンから入った音声に、確実にそして即時にアク
セスできます。 
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研究方法 
 
この研究は、アメリカ合衆国 イリノイ州 ウォーレンヴィルにある
Phonak Audiology Research Center (PARC) で行われました。各
テストは、二重壁構造の防音室で、耳かけ型補聴器用の標準

カプラを設置した KEMAR の両耳にスカイ V90-P を装着させて
実施しました。補聴器には感音難聴の 50 dB フラットを設定し
ました。送信機ロジャー インスパイロから補聴器に装着させた
一体型受信機 Roger 18を追加しました。イージーRogerⅡによ
って自動切替する Roger/DAI+マイクのプログラムと共に、オー
トセンス スカイ OS をスタートアップに設定しました。各ジュニア
モードの初期設定として、手動プログラムは使用不可に、お知

らせ音は無効に設定しました。防音室に設置した KEMAR に補
聴器を装着しました。ロジャー インスパイロの iLapel マイクロホ
ンは防音室から約 2m ほど離れた場所で、検査音を提示する

スピーカーの中心 20 ㎝下に吊り下げて設置されました。設置
準備の状態は図 1から確認できます。オーディオブックから女
性の声を検査音に使用しました。検査音がロジャー インスパイ
ロのマイクロホン位置で 80 dB(A)になるよう校正し、Adobe 
Audition software を使って再生しました。補聴器がオートセン
ス スカイ OS の状態であることを確認するため、スピーチに使
用する文章を提示する前に静寂状態を 5分間録音したものを
先に提示しました。サウンドファイルの提示が始まると、防音室

の内部も外部もテスト中は一切誰も居ない状態にしました。 
 

 
 
図 1：ドアが閉まった状態の防音室の内部にスカイ V90-P を装着させた
KEMAR を設置。ロジャー インスパイロは防音室の外部に先生が首から装着し
ているのを再現するべく、iLapel マイクロホンをスピーカーの中心 20 ㎝下に吊
り下げて設置。 
 

Roger/DAI+マイクの動作解除についても評価されました。前回
行った手法がこの評価にも使用されました。さらに、KEMAR を
設置した防音室のスピーカーからは 4 人の話者から成る検査
音を提示しました。補聴器のマイクロホンを無効にすることで

Roger/DAI+マイクを Roger/DAI に変更し、オートセンス スカイ 
OS と Roger/DAI の違いがはっきりと分かるようにしました。補聴
器のマイクロホンが防音室のザワザワした雑音を増幅している

ことから、補聴器が Roger/DAIのプログラムからオートセンス ス
カイ OS に戻るのが、KEMAR で録音した視覚分析ではっきりと
確認することができました。 
 
 

結果 
 
KEMAR に補聴器を装着して録音したものを分析するため、
Adobe Audition softwareを使用しました。静寂状態を録音した
ものを提示してから、音声信号を 5 分間正確に提示しました。
Roger プログラムは音声が入って 400 ミリ秒で作動し始め、こ
れは 10 回再現することができました（図 2）。この数回実施し
たテストにおいて、Roger マイクロホンに入力された言葉は最初
の一拍しか欠けませんでした。使用した例文で欠けてしまった

音素（打消し線）は次のとおりです： 
 
“Besides the beautiful birch…” 
 

 
 
図 2：Adobe Audition software の分析結果。上のグラフ：検査音が提示され
た時を縦の赤ラインで示した生検査音。下のグラフ：縦の赤ラインは検査音の

提示開始時で、縦の黄色ラインは Roger からの音声提示時。赤と黄色ライン
の間でイージーRogerⅡが作動し、この時間の差は数回実施したテストにおい
て繰り返し 400ミリ秒であった。 
 
補聴器のお知らせ音は無効にして録音を行いました。注意す

べきは、お知らせ音を有効にすると作動時間が平均 830 ミリ
秒延び、一拍ではなく三拍欠けてしまうことです。そのため、全

てのジュニアモードにおいて、お知らせ音は最初から無効にな

っています。これらの結果から、Roger/DAI+マイクの自動切替
は素早く、聞き逃す言葉を最小限に留めて使用できるというこ

とが分かります。以前のイージーFM では切り替わるのに 2.0 秒
もかかっていました(Dechant, 2010)。 
 
補聴器が Roger/DAI+マイクからオートセンス スカイ OS に戻る
時間、すなわち動作解除を測定しました。Adobe Audition 
software で録音したものを図 3 から確認できます。10 回実施
したテストにおいて、検査音が消えると補聴器は 50 秒以内で
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自動的にオートセンス スカイ OS に戻りました。テストを実施す
る目的のため、Roger プログラムの補聴器のマイクロホンは無
効にしました。しかしながら、通常の使用に関して述べると、

Roger プログラムとオートセンス スカイ OS の補聴器のマイクロ
ホンを有効にしておくと音が途切れず使用することができます。 
 

 
 
図 3；検査音が消えてから 50 秒で Roger プログラムからオートセンス スカイ 
OSに戻ったイージーRogerⅡの動作解除。オートセンス スカイ OSに戻ってい
るのは、黄色ラインの後の録音区分に小さい増幅入力があり、補聴器のマイク

ロホンが雑音を拾っていることを視覚的に確認することが可能。 
 
 

まとめ 
 
Phonak Targetのジュニアモードの初期設定を DSL に設定する
と、9 歳以上の場合、スタートアッププログラムの Roger/DAI+マ
イク以外に、手動プログラムにオートセンス スカイ OSが設定さ
れます。しかしながら、この研究で Roger/DAI+マイクのプログラ
ムはイージーRogerⅡによって確実に安定して切り替わったり、
戻ったりすることが分かりました。Roger マイクロホンから入った
音声は一拍以内で Roger プログラムに切り替わることに成功し
ました。動作解除においても、Roger マイクロホンに音声が入ら
なくなると Roger プログラムの動作解除が安定して行われ、児
童は再び自動環境適応プログラムの性能と快適性が得られま

す。これらの結果から、全ての児童に対して、イージーRogerⅡ
の適用は好ましいと言えます。 
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